
◆ ＩＴ導入補助金 活用事例「こんなケースはありませんか？」
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4月20日（金）ＩＴ導入補助金の一次公募が開始されました。ＩＴ導入補助金（サ
ービス等生産性向上ＩＴ導入支援事業）は、中小企業・小規模事業者が自社の
課題やニーズに適ったＩＴツール（ソフトウェア、サービス等）を導入する費用の
一部を補助し、「稼ぐ力」を身につけ、生産性向上、業務効率化、売上アップに
向けた取組みの支援が目的です。

公募期間 一次公募 平成30年4月20日（金）～平成30年6月4日（月）まで
※二次公募（H30.6中旬～H30.8上旬）、三次公募（H30.8上旬～H30.10上旬）
補助内容 補助上限額 ５０万円（補助下限額１５万円）／補助率1/2以内
※交付決定前に契約、導入されたＩＴツールは対象となりません！
※補助下限額15万円は、30万円超のシステム投資が必要になります。

ＩＴ導入補助金の活用事例には以下のようなパターンがあります。
（飲食サービス） 「顧客管理システム」を導入
：顧客の好みやアレルギー等をＩＴツールで記録し、きめ細かいサービスを
提供し、リピーターを獲得できた。

（卸売業・小売業） 「在庫管理システム」を導入
：商品の在庫管理を一括データ化し、業務効率の改善を後押しし、
他店舗との連携も迅速になった。

（保育・介護事業） 「コミュニケーションツール」を導入
：帳票・書類作成をＩＴ化し、書類作成・提出までの時間が短縮された。
早番・遅番職員の情報共有も円滑に進むようになった。

（運 送 業） 「車両管理システム」を導入
：効率的な配車を組むことにより、従業員１人当たりの勤務時間短縮が
実現できた。

◆ ＩＴ導入補助金 申請の特長「代理申請をご存知ですか？」

ＩＴ導入補助金の大きな特長は、「代理申請」制度です。通常、補助金申請は、
実施事業者自身が作成しますが、ＩＴ導入補助金の場合、ＩＴ導入事業者（システ
ムの提供側）が皆様の代わりに電子申請（代理申請）を行います。
また、この代理申請のプロセスには、ＩＴツールの選定から補助金申請・報告
までトータルでサポートする体制となっています。補助金申請が初めての場合
でもお気軽にご相談下さい。なお、ＩＴ導入補助金を申請するには、システムの
供給側が事前にＩＴ導入補助金事務局に登録を完了させておく必要があります
ので、ご注意下さい。

◆ ＜その他の補助金＞ 現在、公募中／今後、公募予定の補助金

＜現在、公募中の補助金＞
小規模事業者持続化補助金 公募締切：平成30年5月18日（金）
：販売促進・販路開拓のための取組みに対して最大50万円（賃上げ・買い物
弱者・海外展開に取組む場合は、最大100万円）が補助される制度。

＜今後、公募予定の補助金＞
創業補助金 公募予定：平成30年5月中旬頃～
：人件費や設備費、広報費などが対象で、市区町村または認定連携創業
支援事業者による特定創業支援事業の受講が要件。
補助上限額は200万円。

事業承継補助金 公募予定：平成30年5月中旬頃～
：所定の期間に事業承継を行った、行う事業者が対象。（前年度の場合、
H27.4.1～H29.12.31までに事業承継実施事業者が対象でした）設備投資
や既存事業の統廃合に伴う経費を補助。補助上限は最大500万円。

＜無料！補助金診断＞ ※次頁の診断チェックシートをご参照下さい。
１２種類の補助金・優遇税制の適正診断書を無料で作成します。自社に最適な
補助金が見つかるかもしれません。一度、簡易診断を受けてみませんか？

＜各種補助金のお問合せ先＞
リタネッツ事業協同組合 事務局 担当：櫻井誠 ・ 加納美季
電話：０４８－６５８－８８８１ ＦＡＸ：０４８－６５８－８８８３
○ ○『 補助金の件で… 』とお問い合わせ下さい。

◆ ＜現在、公募中！＞補助額上限50万円！ＩＴ導入補助金



貴社で受けられる補助金等を
簡易診断してみませんか？

設備投資・販路拡大
に関する補助金・制度

資金調達・低利息融資
に関する補助金・制度

 ものづくり・商業・サービス経営力向上支援補助金

 IT導入支援補助金

 小規模事業者持続化補助金

 経営力向上計画

 中小企業経営強化税制

 事業承継税制

 創業支援事業者補助金

 経営改善計画策定支援事業

 早期経営改善計画

 経営革新計画の作成と承認

 中小企業経営強化税制

 クラウドファンディング

コンサルティングレポートでは、各種補助金・助成金について貴社の適性を３～０の4段階で診断いたします。
診断結果３～０の詳細は以下の通りです。

「活用オススメ度」が３の場合

３
該当の補助金などを活用できる

可能性が高いです。

「活用オススメ度」が２の場合

２
該当の補助金などを活用できる

可能性があります。

「活用オススメ度」が１または０の場合

１
該当の補助金などを活用できる

可能性は低いです。

無料
サービス

【ご注意】 コンサルティングレポートには、今年度の公募が既に終了している補助金も含まれています。
補助金の申請は不採択となる可能性があります。予めご了承ください。

▼ コンサルティングレポート(診断書)のご活用方法▼

＜診断項目一覧＞

チェックシート コンサルティングレポート(診断書)

＜コンサルティングレポートの作成申込はこちらから＞ 補助金担当 ： 櫻井 誠

０

簡単なチェックシートにご回答いただくだけで、
補助金・優遇税制等(全12種類)の適性診断書を作成することできます。



ＦＡＸ：０４８－６５８－８８８３

補助金診断
チェックシート

※該当する箇所に☑を付けてください。
※回答結果から貴社が活用できそうな補助金を紹介いたします。
※なるべくすべての質問にお答えいただきますようよろしくお願いいたします。

事務所名

記入日 年 月 日

企業名 記入者 様

連絡先 ー ー 備考

Ｑ.1 設備投資の予定はありますか？ □ ある □ ない

Ｑ.2
(Ｑ．1で「ある」と回答された方に質問です)
どのような内容の設備投資を予定していますか？
※複数回答可

□ 最新モデルの導入
□ 生産性向上（利益率アップ）のための設備導入
□ ITツールの導入
□ その他
（ ）

Ｑ.3
新しい（革新的な）サービスを開始する予定は
ありますか？

□ ある □ ない

Ｑ.4 販路開拓・販路拡大をお考えですか？ □ はい □ いいえ

Ｑ.5
(Ｑ．４で「はい」と回答された方に質問です)
どのような方法での販路開拓をお考えですか？
※複数回答可

□ 商工会・商工会議所との連携
□ 業種転換・新事業
□ その他
( )

Ｑ.6 近々 、事業承継の予定はありますか？ □ ある □ ない

Ｑ.7 新たな資金調達の必要はありますか？ □ ある □ ない

Ｑ.8
事業計画や経営計画を作成していますか？
あるいは、作成したいと考えていますか？

□ はい □ いいえ

Ｑ.10
リスケ(借入金返済の条件変更)をしていますか？
あるいは、リスケを検討していますか？

□ はい □ いいえ

＜コンサルティングレポートの作成申込はこちらから＞ 補助金担当 ： 櫻井 誠


